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2021/4/27 

辻 俊雄・恭子 様 

長崎国際法律事務所 弁護士 谷 直樹 様 

写し： 岩永・新富法律事務所 弁護士 岩永 隆之 様 

 

愛媛県松山市道後湯之町 西山美年子 

 

件名：西山キミヱのその他生活費に関する質問 

 

弁護士を通じてのお話しかできないのを残念に思います。 

実際に会話することと、こうやってお便りをさせていただくことは、ずいぶんと差

があります。ありのままの私の気持ちを単刀直入に書かせていただきます。 

 

令和２年 キミヱ母の入院 

  9 月 23日 ～ 10月 12 日 聖フランシスコ病院 

 10 月 12日 ～ 10月 30 日 北病院へ転院 ペースメーカー電池交換 

夜の緊急入院だったので、びっくりなさったことでしょう。 

直ぐに駆けつけてくださり、入院手続きなどしていただき心よりお礼申し上げます。 

私共ができないことをいつもやってくださり、私共は遠くにいても、お任せできる

辻さんがいらっしゃることに感謝しています。 

 

花みずきの日頃の行き届いた介護、緊急の時の早い対応に感謝しました。 

 

１回目の入院について、 

キミヱ母の緊急入院の有事を恭子さんが何故、故意に私共に知らせてくださらなか

ったのかが理解できませんでした。 

 

谷 弁護士を通して病院と連絡がとれました。 

おかげさまで、近藤俊介 医師から電話で直接お話を聞くことができましたので、

安心しました。 

近藤 医師には、家庭の事情、妹とのトラブルなども話しました。 

先生は、キミヱの病態、治療など詳しく説明されました。 

適格なご診断と治療をいただき、良い先生に出会ったと直感しました。 

病院巡りをしている私は、近藤先生のお名前を Google で検索しました。 

３月末の時点までは、長崎大学病院に在籍していらっしゃいました。 

北病院への転院のご配慮もしていただきました。 

北病院へ転院する前に私はお礼状を書き、お礼の品物をお届けしました。 
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２回目の入院 

 令和３年 3 月 19日 ～ 3 月 29日 

今回の入院は、花みずきの平坂 看護師が知らせてくださいました。 

今回も近藤先生の説明を電話によりいただきました。 

適格なご診断と治療に敬服いたしました。 

本当に良い先生に出会えたことは、幸せなことでした。 

３月末で聖フランシスコ病院をお止めになるということでしたので、 

今後のキミヱに関してカルテによる引継ぎをお願いしました。 

私がお礼状を書き、お礼の品物をお届けしました。 

 

花みずきのケアマネジャーに尋ねました。 

「今後も何かあった時は聖フランシスコ病院へ搬送する。」ということを確認しまし

た。 

１回目の入院も２回目の入院も花みずきの対応に感謝し、お礼の品物をお届けしま

した。 

花みずきには、折々に電話してキミヱ母の様子を聞いています。 

平坂看護士、岩永看護師、立野ケアマネジャーの 3 階で世話をしている方々と。 

 

４月１４日、立野ケアマネジャーを電話にお呼びたていたし、キミヱの様子を聞き

ました。 

「入院前と同じくらいに回復し、食も進んでいる。」とのことで、安心しています。 

 

 

【後見等事務報告書】 

西山キミヱ成年後見人 阿部高樹 司法書士 「令和 3 年 3月 30 日報告」 

西山和子成年後見人 加藤貴大 弁護士 「令和 3 年 2 月 18 日報告」 

 

後見人報告書を 4 月 10 日に入手でき、夫が読み終わった後、読み始めました。 

 

西山キミヱの後見人報告書、キミヱの通帳、花みずきの請求書と明細書、恭子さんが

書いた出納帳（毎月、後見人から振込まれる「その他生活費 10 万円）） 

数字を見ることに慣れてないので、家事の合間にゆっくり見せていただき、見終わ

るのに５日間ほどかかりました。 

 

キミヱの施設代 最近は毎月 26 万 27万 28 万 

以前は２５万くらい。 

それに ＋の 恭子への１０万円 

（2021 年 2月は ５万円になっていました。これは、和子所有の土地を分離したか
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らでしょうか？） 

キミヱの介護費は、合計すると最近は 月に 36 万 37 万 38万 

 

 

施設費以外にも月１０万もかかることが信じられません。 

出納帳の中で、私には分らないことがあります。 

 

【１】毎月１０万の中で、ドリンク代の占める割合が多いことです。 

分るよう教えていただければ幸いです。 

 

ナガセドリンクについては、ナガセのホームページで調べました。 

ナガセ BM ロイヤルドリンク 

  １パック（50ml x 10 本入り） 5,143円 

ナガセベルマッシュドリンク 

  １パック（50ml x 10 本入り） 4,762円 

合計： 5,143円 + 4,762円 = 9,905 円 

 恭子さんの請求金額は、10,286 円 となっています。 

 

また、月に 20 本だったものが、40 本になり、60 本の月もあります。 

出納帳をもとに表にまとめました。  

  ＜添付１_20210422_ナガセドリンク_表とグラフ.pdf＞ 

 

紀男記始め 

 期間（令和 1年 5 月～令和 3 年 2 月）のデータをまとめると合計 840 本。 

メーカーのホームページに記載されている推奨摂取本数は 1日 1 本なので、 

期間中の消費本数は 671 本（約 670本）となります。 

これら２者の差の 170 本は余剰であり、17 箱分の代金はキミヱ母に請求すべ

きではありません。 

紀男記終り 

 

花みずきの立野ケアマネジャーからは、「１日１本飲んでらっしゃいます。」と聞い

ています。 

このドリンクはわずか 50cc、主成分がロイヤルゼリーで、キミヱ母のお気に入り、

と聞いています。 

私は、キミヱ母の健康に活力を与え、長生きの源になっていると、信じています。 

ナガセドリンクのホームページの説明を添付します。 

  ＜添付２_20210423_ナガセ BM & Belmash.pdf＞ 
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谷弁護士に確認していただき、ドリンク代金について説明してくださるとありがた

いです。 

 

 

【２】毎月１０万の中の交通費について、 

辻恭子からの出納帳には「介護のための交通費」と書いてあります。 

コロナ禍で面会禁止の場合も度々ありました。 

平坂看護士から聞いたことは、「面会禁止の期間は玄関でプリンを預けてお帰りにな

ります。」とのことでした. 

 

本当に頻繁にお出かけいただいているようで、ありがたいことです。 

＜添付３_20210422_交通費.pdf＞ 

 

紀男記始め 

 期間（令和 1年 4 月～令和 2 年 12 月）のデータをまとめると、 

訪問回数は合計 346回。 

月平均 16.5 回、2 日に 1 回の訪問であり、 

しかも平均を超えて足繁く訪問した月は 8 回、期間（21 カ月）の 38% 

に達しています。 

また、一月に 25回以上も訪問している月が 4 ヵ月もあります。 

 

項目の標記は「介護のための交通費」と書かれていますが、 

介護の花みずきのケアマネジャーは、「辻さんに何々をしてください、 

との要請はしていません。」とのことです。 

紀男記終り 

 

立野ケアマネジャーがおっしゃっているように、キミヱ母の精神的な支えのための

交通費でしょうか。 

プリン、ヨーグルトは、甘いものが好きなキミヱ母の楽しみでしょう。 

ケアマネジャーによると、施設のおやつの時間もあるけれども、プリン、ヨーグルト

は、ペロッと召し上がるそうです。 

恭子さんも母親に会いたいとの思いで度々お出かけくださっているのでしょう。 

 

 

辻俊雄さんから送られてきた書簡の中に書かれている 

「介護の苦労、介護疲れ、一心に介護してきた、恭子の血圧〇〇〇、恭子の血糖値〇

〇〇、心筋梗塞の痛み、膝の痛み、歩くのも難儀している」、等の言葉が多いです。 

キミヱ母の介護を何もしていない私にとっては「つらい言葉です」。 
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花みずきに相談したところ、 

・介護は 99.9%施設でやっている。 

・辻さんに何々をしてくれ、と介護を要請したことはありません。 

・精神的な支えをやってもらっています。 

 ・緊急入院、死亡のときは、後見人、辻恭子、の順に電話します。 

西山紀男は入っていません、と言われました。 

「３番目に西山紀男を入れてください。」と頼んだら、「記録に入れます。」とのこと

でした。 

そのときに、「何かあった時の責任は、辻さんは取りません。西山紀男の責任になり

ます。」と申し添えました。 

 

花みずきからは、「恭子さんに無理をしないように、と言っている。」と聞きました。 

お疲れのときは、花みずきへのお出かけを少しお休みいただけたら、と思います。 

 

私共は遠くにいること、花みずきの介護が行き届いていることを理由に、私共が気

付いていない恭子さんの介護の苦労を教えていただけたら、と思います。 

 

私は介護の苦労を知りません。 

介護の苦労は、見たり、聞いたりしています。 

私の弟の妻（典子さん）は、横山の両親を、妹の田中正子は、田中の両親を最後まで、

自宅で介護しました（在宅介護）。 

そのときの身体介護（排尿、排便の世話、おむつの取替え、入浴）、一日３食の食事

（刻み食、とろみ食まで）抱えたり、起こしたりするので、二人とも腰を痛めました。 

横浜の友人は、今年５月で１０１歳になる実母を自宅で介護しています。 

 

典子さんは涙しながら私に愚痴をこぼしました。 

妹の正子は大変な介護をしましたけれども、電話でも一度も愚痴をこぼしたことは

ありませんでした。 

恭子さんからもお会いしたときは、愚痴を聞いていません。 

日頃から立派だな、と感心していました。 

 

年寄りを抱えているだけでストレスになることをお察しいたします。 

 

紀男は８１歳になりました。 

昨年１１月は、長崎に帰って、キミヱ母に会いました。 

今年１月から変形性膝関節症の痛みで、歩くのが不自由になりました。 

俊雄さん、恭子さん、紀男、美年子、持病があり、老化現象がでています。 

相続に関わるストレスを少なくしてキミヱ母を気持ちよくお見送りできるよう祈る
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ばかりです。 

「１０４歳と言う年齢は今日か明日か分からない。」と花みずきの方から伝えられて

います。 

 

 

【別件１】西山の墓地代金について 

以前、2019 年 9 月 24 日、後見人に支払いを依頼した件、未だ解決していません。 

この度、緊急にお願いいたします。 

キミヱ孫（西山円）の妻（西山敬子）が立て替えている長延寺墓地代金 400 万円を

キミヱ存命中に速やかに西山敬子さんに返却ください。 

敬子さんには、西山キミヱ死後の相続権はありません。 

 

墓の改装代金は以前にお知らせしたとおり総額８６５万円かかっています。 

山口節夫氏からの立ち退き要請を２０年以上放っておいた西山キミヱの責任です。 

敬子さんは、長延寺のご住職に境内に１か所余っていた区画を譲っていただくよう

交渉しました。 

ご住職の身内のために取ってあった１区画です。 

有馬のお父さんが結婚のときに敬子さんに持たせた５００万円の中から惜しげもな

く支払いました。 

紀男も美年子も有馬のお父さんには申し訳ない気持ちです。 

西山キミヱの不始末は、他人の有馬家から救済されています。 

 

辻恭子から送付された書簡に「山口節夫から応分のものを貰っている筈」とありま

すが、他人の土地に西山の墓が建てられていたことを知らなかったのですか。 

山口節夫氏からの立ち退き要請が２０年以上前から続いていたのをご存知だったで

しょう。 

悪いのは、山口氏ではなく、西山キミヱなのです。 

山口氏が西山紀男にお金を渡したのかどうか、恭子さんご自身で山口氏にお確かめ

ください。 

 

建碑式が終わってから、美年子は山口節夫氏に長年放っていたお詫びと長年墓を守

っていただいたお礼（手紙と品物）をお届けしました。 

横浜市緑区にある長延寺のお墓をお知らせし、ご先祖様の墓参りをご案内しました。 

 

私共の孫、華世、は私立大学２年生、自分のやりたいことを見付けて希望の大学に入

りました。 

知志は小学５年生、サッカー、水泳、お勉強、頑張っています。将来は MIT に行き
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たいと目標を持っています。 

息子、西山円、は普通のサラリーマンです。研究職です。 

営業職ではないので、給料が上がらない、と敬子さんがこぼしています。 

ローンを組んでマンションを買いました。質素な暮らしをしています。 

敬子さんは服も新調していません。 

二人の教育費もかかります。 

円の年収で何とか遣り繰りしています。 

 

辻ご一家は、二世帯同居以来、キミヱから家を造ってもらい、キミヱの土地に住ま

い、電気水道はキミヱの支払い、ずーっと、ただ住まいをしていらっしゃいました。 

 

都会住まいのサラリーマン、私共もそうでした。 

どんなにお金が必要かお分かりにならないでしょう。 

 

敬子さんが立て替えた４００万円は、西山キミヱの存命中に至急お返しください。 

キミヱ母は老人ホーム入居費用以外に恭子さんに振込まれる毎月１０万円の余裕を

持っていらっしゃることを知りました。 

私の親戚、友人、知人を見渡してもこんなに豊かに経済的に恵まれている人はいま

せん。 

 

後見人を通じていろいろ分かってきました。 

解約されたキミヱの口座があることがわかりました。 

キミヱさんには埋蔵金があるようなので、是非、西山敬子に返却をお願いします。 

 

私の実家、横山では、父が元気なうちに墓も仏壇も整備されました。 

遺言は公正証書にしてありました。 

弟、正寿は、長男優先の相続を受け、悠々としています。 

横山家の資産は相続税対策をして費消されず、次世代へつなぐよう守られています。 

それに比べたら、紀男はキミヱ母から無視され、80 歳を過ぎても西山家をつないで

いくことに振り回されています。 

兄、紀男が、気の毒だと思いませんか。 

 

 

【別件２】辻俊雄 様へ  

紀男記始め 

キミヱが老人ホームに入居後、キミヱの口座から費消していた「水・電気・NHK 視

聴料」４３９万円（以前に報告済み）を返却ください。 
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後見人報告によると、これらはキミヱ母の了解を得ています、と書かれています。 

辻俊雄は健常者です。障碍者ではありません。 

年老いた母を介護施設に入居させる時、50 歳過ぎの男が、年寄りに向かって「水、

電気、NHK 料金をキミヱの口座から引落していいですか？」と甘えたのですか？ 

男がすたりますね。何故、名義変更をしなかったのですか？ 

週２回のキミヱの洗濯にかかった水・電気代は後程、後見人が選任されて以降の実

績により調整しましょう。 

 

辻俊雄名義の自動車購入代１００万円、辻俊雄名義家屋の修理代１００万円、 

水道管修理代１０万円を加えると、合計６４９万円。 

 

これらは辻俊雄の生計費であってキミヱの口座から支出することは問題があります。 

これらは、すべて相続前にキミヱの資産に手を付けたことになります。 

弁護士さんに相談しています。 

紀男記終り 

 

これらをキミヱ母の口座に返却されると、西山敬子さんへ４００万円を返却できま

す。 

キミヱの老後生活費用、泉町の土地、辻俊雄名義の家屋など、すべて諫早の資産（西

山家のご先祖様が蓄えた遺産）から出ています。 

西山留太郎、西山キミヱ、辻俊雄が働いて得たものではありません。 

私は、先祖様が残してくださった諫早の遺産を少しでも円滑に次世代につなぎたい

と思っています。 

 

 

辻 俊雄さんにお尋ねします。 

辻さんは、辻家の世帯主 辻俊雄でいらっしゃいます。 

人としての尊厳をお持ちの筈です。 

いつから西山俊雄になられたのでしよう。 

私が花みずきに折々に電話しますと、スタッフの方々は、辻さんのことを「お婿さ

ん、お婿さん」と話してくださいます。花みずきに良く出入りしてキミヱ母のことで

よく動いてくださっていることを感じます。 

 

【１】私も辻俊雄さんではなく、キミヱ母と恭子に甘えているお婿さん、と思う時が

あります。サザエさん一家のマスオさん状態かしら？ と思う時もありました。 

キミヱが老人ホーム入居後、水道代、電気代、NHK 料金、など、直ぐに契約者の名

義変更をせず、キミヱの成年後見人が指摘するまで放ってありました。 

俊雄名義の家です。これは、恭子さんに甘えていらしたのでしょう。 
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【２】2018 年 11 月 30 日、相続の話し合いの折、辻さんは、キミヱの長男、紀男に

向って「今さら虫がいい」、「虫がいいとは、～～だ。～～だ。」と国語辞典からメモ

した紙を大声で読み上げました。 

 

 

【３】西山 紘二の葬儀について 

杠病院に駆けつけ、死亡届を出していただきました。 

私共が松山から駆けつけるまでの間、葬儀の準備をしておいてくださり、本当にあ

りがたいことでした。 

 

葬儀に関して、２つの不信感を抱きました。 

（１） 西山家の葬儀なのに、辻家からの香典がなかったこと。 

（２） 恭子さんが「誰も見る人がいないので、祭壇の献花は要らない。」とおっしゃ

ったこと。 

その後、紀男の説得で、献花をいただきました。 

辻俊雄と言う世帯主からの自発的な献花はありませんでした。 

辛く悲しい一生を終えた紘二さんに対する弔意が感じられず、やり場のないイカリ

のようなものを感じました。 

出席者は、辻夫婦、辻長女朱美、紀男夫婦、５人の寂しいお葬式でした。 

 

 

【４】2021 年 3 月 13 日、紘二の三回忌法要をしました。 

夫、紀男は、きちんとした紘二の三回忌法要の案内状をつくりました。 

谷 弁護士を通じて届けられたはずです。 

 

紀男宛ての出欠の返事は、期日までにありませんでした。 

何故、葉書一枚出せないのですか？ 

辻家からのご仏前もお供えもありませんでした。 

 

キミヱ成年後見人に「喪主はキミヱでしたので、三回忌法要のための出金をお願い

しました。」 

後見人は、裁判所に相談して判断した、と言って３万円を送ってきました。 

長延寺へのお布施は１０万円包みました。これは相場です。 

キミヱ後見人は恭子さんに毎月１０万円を振込んでいるのに、理不尽だと思いまし

た。 

今後も、西山の弔事、法事は続きます。キミヱ母は紀男へ何も引継いでいません。 
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横山の実家では、両親の葬儀、その後の法要、寺総代を引継ぐためのお寺とのつき合

い費用、などなど別に取り置いてありました。 

 

辻俊雄さんのご成育歴、家庭環境など何も存じません。 

辻朱美さんの結婚式のとき、辻さんのご一族とお会いしました。 

仲良くすてきなご家族でいらっしゃると思いました。 

 

辻さんは、弔事に対する常識をお持ちでないのか、恭子さんに甘えていらっしゃる

のか、私には分りません。 

西山家に対して辻家としての礼節を保つようお願いいたします。 

 

 

【キミヱ母の葬儀について】 

キミヱ母葬儀は、従前どおり紀男が喪主を務めます。 

紀男は、「辻さんが紘二のときと同じく香典を西山家に持って来なかったら、辻さん

は葬儀会場に入る資格はない。」と怒っています。 

西山 紀男は、横山の両親には多額の香典を包んでいます。 

キミヱ母からも横山の両親には香典をいただきました。 

 

恭子さんは、西山を出て辻に、美年子は、横山を出て西山になっているのです。 

辻俊雄さんは、キミヱ母から恩恵を受けられた分、沢山の香典をお包みくださるよ

うお願いします。 

 

香典の意味をご存知でしょうか？ 

何は、さておいても、周囲の人間はその悲しみの家族へ無事に葬式を終えるまでの

手伝いを惜しまないのがしきたりでした。 

その手伝いに変えて、今は金銭が包まれるようになったのです。 

葬儀が葬儀であるためには、お金が欠かせません。 

 

 

【西山家の相続について】 

辻俊雄と西山美年子には相続の権利はありません。 

辻は他人です。美年子は西山の姓を名乗る西山の身内です。 

西山家を紀男から次世代の円、次の知志につないでいくのが役目だと思います。 

西山紀男と辻恭子との間で生じている悪い因縁を次世代の辻達也と西山円へ繰り越
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したくない、との強い思いから書かせていただきます。 

 

相続させていただく遺産があるということはありがたいことです。 

この世の中には、遺産がない人、親の借金を相続する人もいます。 

ご先祖様のご苦労を想うと、手を合せたくなります。 

西山キミヱの死後に相続は発生します。 

この小さな家の相続に弁護士が３人も入っていることは、狂気の沙汰だと思ってい

ます。 

 

2018 年 11 月 30 日、相続の準備のための話し合いの機会を持ちました。 

辻俊雄さんは、「留太郎父は、財産はすべて恭子にやる、と言っていた。」 

妹恭子さんは、「母は、好きにしていい、と言っていた。」 

大学教育を受けられたお二人の発言のあまりの幼稚さ、相続に対する無知に驚きま

した。 

 

キミヱ母からの相続の権利は、子供４人（今は３人）に同等にあります。 

紀男は、「法律通りの相続をしよう。」と日ごろ口にしています。 

 

財産目録をつくり、遺産分割協議書を用意しなければなりません。 

恭子にキミヱの動産、不動産の開示を求めました。 

 

開示されたのは、和子と紘二名義の諫早の固定資産税納付書だけでした。 

キミヱ名義のものはすべて「見せられん」と言い残して、２階へ上りました。 

これでは相続の準備ができないので、岩永弁護士の事務所へ駆け込みました。 

安部後見人が選任され、預貯金通帳（すべてではありません）と不動産登記書類 

が開示されました。 

 

話し合いのとき、キミヱ、和子、紘二の葬式は直葬でやると提案しました。 

その時、恭子はキミヱ母が葬儀社と契約していたことを隠していました。 

このことは、紘二の葬儀の折、平安社の担当者から３口あることを知らされ、 

契約書は恭子の手元にありました。 

この件は、紀男が昨年（2020 年）安部後見人に調査を依頼し、やっと辻から西山に

取り戻しました。 

契約は５口ありました。契約書は、今現在は（2021 年）平安社で管理されています。 

 

 

更にもう１件、辻恭子が隠しているものが見つかりました。 

西山和子に成年後見人が選任された 2021 年 1 月です。 
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安部後見人への報告に、和子の通帳は病院に預けた、と嘘の報告をしています。 

書いたものは、きちんと残ります。 

下記の通り、巧妙な噓をついています。 

 

令和２年４月２日 西山キミヱ 成年後見人 安部高樹 司法書士の書簡「ご 連 絡」より 

以下に引用。  

回答５―６ 和子様の金銭管理や買い物等は、キミヱ様が花みずきに入所前ま

では、キミヱ様が一人でがんばって行っていた。その後、自分（辻氏）に管

理等するようキミヱ様から頼まれたが、仕事をしていたので忙しくてとても

できない、病院に少しお金（安部註：金銭管理料のことでしょう）を取られ

ても病院にまかせたほうが間違いないとキミヱ様がいい、預金通帳等を入院

先の道ノ尾病院に預けてすべて管理してもらっている。   

  

回答５―７ 上記のように道ノ尾病院にまかせる前はキミヱ様が管理してい

たので、自分 （辻氏）が不正支出、浪費、虚偽証言をしたと言われるいわれ

はない。   

  

回答５―８ 和子様のことについて、「私（恭子）は、母（キミヱ）から聞い

た話を、聞いた通りに成年後見人（安部高樹司法書士）に話しただけである」

とのことです（安 部註：実際には、主として当職が質問を記した紙に和子様

のことについて書く形で当職への回答がされたと思います）。  

 

和子の通帳は、2021年 2月和子の成年後見人 加藤弁護士に渡されました。 

この嘘の証言は白日の下にさらされました。 

この書面を見たのは、西山紀男、西山円、谷弁護士、岩永弁護士、加藤弁護士です。 

道ノ尾病院にも知らされました。 

 

 

母キミヱの死後、相続の権利は恭子にもあります。 

何故、相続に向きあわないのですか？ 

何故、紀男に協力しないのですか？ 

紀男は、「恭子は逃げ回っている。」といっています。 

 

相続に対して何をどう思っていらっしゃるのか、何をお望みなのですか？ 

過去に恭子さんは、「家族でない３人の面倒をみている。」とおっしゃっていました。 

キミヱ母から３人を背負わされた、と思っていらっしゃるのですか？ 

いろいろご苦労もあったとことと察しいたします。 

 



13 

 

母 キミヱは 50年以上にわたり、和子を道ノ尾病院に、紘二を杠病院に、任せっき

りにしていました。 

このことは、私共が、それぞれの病院のソーシャルワーカーと面談して分かったこ

とです。 

 

 

父 留太郎からの相続は、紀男がやりました。 

母が経済的に困らないように、諫早の資産を和子と紘二に相続させ、その他の動産

と不動産をすべてキミヱに相続させました。 

それなのに、その後、キミヱ母は、長男 紀男を無視し、何の相談もなく、隠したり、

嘘をついたりしていました。 

これらは最近判明したことです。 

 

キミヱからの相続について、 

キミヱのものは、母のもの。母のものは、私（恭子）のものではないのです。 

西山のもので、３人で分割の対象になります。 

 

私の母（横山寿美子）は、現金 〇千万円を残していました。 

これは公開されましたが、すべて長男（横山正寿）のものになりました。 

 

私の父 横山は６人兄弟、母 井川は８人兄弟。 

叔父叔母は１２人、父方のいとこは２１人、母方のいとこは１６人います。 

私は、叔父叔母の家の相続を見ています。 

どちらも長男優先の相続ですが、西山のように相続でもめた家はどこにもありませ

ん。 

 

私の実家 横山は、公正証書の遺言がありました。 

横山の資産を守るため、長男優先の相続でした。 

父の言い分は、美年子は「西山には諫早の資産があると聞いている。」、正子は「田中

家の長男で、資産がある。」、嫁ぎ先でもらうことができる。 

 

美年子は、結婚の準備として和服を一揃いそろえた。家具と電気製品を持たせた。 

その時に畑を売ったので、その分を相続から差引かれました。 

正子は、中学、高校、大学と私立校（活水）の教育を受けました。 

他の兄弟より教育費がかかった、と言うことで、その分を差し引かれました。 

 

美年子と正子の相続分は、遺留分にも達していません。 

不満がありましたが、申し立てを止め、横山の繁栄を願いました。 
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紀男記始め 

少ない遺産でも、ご先祖様が残してくださったものです。 

紀男は、ご先祖様のご苦労を傍で見ていて、良く知っています。 

現実には、目録をつくり、遺産分割協議書を作成しなくてはいけないのです。 

隠しているものをすべて紀男に渡してください。 

相続に協力がない場合は、民事訴訟を考えています。 

紀男記終り 

以上、 

 

この書簡は、今後に備えて、辻竜也、西山円にも送付します。 

 

2021 年 4 月 27日 

西山 美年子 

西山 紀男 
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